
産業建設常任委員会  
 

日  時   平 成 ２ ９ 年 ３ 月 １ ３ 日 （ 月 ） 午 後 １ 時   分 ～  

場  所   第 ２ 委 員 会 室  
 

１ 開議 

２ 事務局日程説明 

３ 所管分付託議案審査（説明～質疑） ※付託表その２ 

  （審査順：別紙審査日程） 

（１）第 ３号議案 平成 29 年度亀岡市簡易水道事業特別会計予算 

（２）第 ５号議案 平成 29 年度亀岡市地域下水道事業特別会計予算 

（３）第 ８号議案 平成 29 年度亀岡市土地取得事業特別会計予算 

（４）第１０号議案 平成 29 年度亀岡市上水道事業会計予算 

（５）第１１号議案 平成 29 年度亀岡市下水道事業会計予算 

（６）第４９号議案 亀岡市豊かな森を育てる基金条例の制定について 

（７）第５０号議案 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する 

条例の一部を改正する条例の制定について 

（８）第５３号議案 土地改良事業（災害復旧事業）の施行について 

（９）第５４号議案 市道路線の認定について 

４ 討論～採決 

５ 行政報告 

  公営企業の経営戦略の策定について（地域下水道事業特別会計） 

６ その他 

（１）議会だよりの掲載内容について 

（２）わがまちトークの意見対応について 

（３）行政視察について 

（４）月例開催について 























































参
考

報
告

調
査

1

通学路である川関小林線は、狭い上に交通
量が多い。３０キロ規制を警察に依頼したが、
スピード制限だけでは効果がないとの回答で
ある。一方通行にするのも難しい状況であ
る。

総務文教
産業建設

2

川東方面から来て月読橋を通り、国道９号を
右折し、八木方面に行く車が多い。赤信号に
なってから曲がる車も多く危険。右折レーンを
整備してほしい。

大きい問題なので、これからも要望を続けて
いく必要がある。

産業建設

3
川関小林線の隣などに、新しく通学路をつくっ
てほしい。

ＰＴＡと保護者の見解が異なることもある。ＰＴ
Ａがこちらの通学路を通るように言っても、保
護者は人の多いところを通らせたがるという
こともある。地元住民の幅広い合意形成が必
要であり、大人・子ども・保護者・近隣住民を
含めて相談し、１つの答えを出していく必要が
ある。

総務文教
産業建設

4
通学でＪＲの今津踏切を渡るが、危険である。
警察官が誘導してほしい。地下道を設けるこ
となども考えていただきたい。

踏切事故の話も聞く。拡幅されたのはよい
が、交通量も増えたとも聞く。産業建設常任
委員会で意見を共有していきたい。
以前、並河駅が新しくなった時、住民がＪＲに
陳情し、地下道が設置された。自治会長に任
せるだけでなく、皆でＪＲなどいろいろなところ
に生の声を届けることも大事である。

総務文教
産業建設

5

川関小林線が一番危ない。篠の事故の教訓
をなぜ他に生かさないのか。何か起きてから
では遅い。早めに対策を講じるべきである。
速度制限など強力に取組みを。

道路の改善は難しい。別のルートも検討すべ
きだと感じている。

総務文教
産業建設

6

平成２９年～３０年に農道の拡張工事を検討
している。日吉台の中にある市道につながる
ので、通学路にすることも考えられる。市道の
認定をお願いしたい。

予算も考慮しながらではあるが、子どもの安
全を最優先にすべきという考えの中で、地元
の意見も聴き、できる方法はないか検討して
いかねばならない。

総務文教
産業建設

7

車両進入禁止の看板の設置に感謝する。罰
則はないものだが効果が期待される。まだま
だ多くの危険箇所がある。声を出し続けること
が大事だと考えている。

千代川町だけでなく、他の地域でも啓発の看
板が設置されたと聞く。地域要望で設置され
たものだと考える。

総務文教
産業建設

わがまちトークで頂いた意見・要望等と回答について
日時（H29.1.14 20:00～21:15）
会場（千代川町自治会館）
テーマ（通学路の安全対策について）

産業建設常任委員会

意見・要望などの概要 当日回答内容 所管

対応



参
考

報
告

調
査

1

倒木等の対応に係り、別荘等の所有者に連
絡がとれず困っている。自治会で所有者を特
定できるような権限を条例により付与してほし
い。

宅地等の形状であれば、環境保全担当部署
で対応しているが、山林の方では対応できて
いない。当町ではそのような地域の課題があ
ることを受け止める。

環境厚生
産業建設

2

①宅地においても、倒木等の危険があるの
で、市職員に来てもらったが、伐採の方法を
教わっただけだった。それが現状である。自ら
伐採することは困難である。
②せめて道路に面したところなど、市で一定
の基準に基づき判断されたものについては、
強制力を発揮できるような条例が必要であ
る。

①宅地の保全に係っては条例を設けており、
それに基づいて、調査等を行っている。
②所有者の財産であり、行政としても手の出
しづらいところである。法の範囲を超えること
はできないことから難しい問題である。

環境厚生
産業建設

3
畑野町における都市計画区域指定のあり方
について
（参加者間で意見交換）

地域全体の問題として、自治会としてよく話し
合って方向性を出していただきたい。なお、
東・西別院町、西部４町は、都市計画区域外
となっている。

産業建設

4
スタジアム誘致に関して、地下鉄をつなげると
いう計画を断念したと聞くが、そういうことも検
討し、提案できないものか。

将来に向けた参考の意見として受け止める。
道路整備では、新丸太町線、洛西方面へつ
なげるトンネル化の提案もある。北陸新幹線
誘致もあきらめていない。また、国道４２３号
法貴バイパス等、スタジアム建設によって大
きな公共事業が進んでいる。より推進できる
よう要望していく。

産業建設

わがまちトークで頂いた意見・要望等と回答について
日時（H29.1.18 20:00～21:34）
会場（畑野町公民館）
テーマ（地域こん談会の内容についての意見交換）

産業建設常任委員会

意見・要望などの概要 当日回答内容 所管

対応


